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ふるき、よき滝川

市街地エリア 暮らしのなかに、美がある。
文化がある。歴史がある。

　幼い頃、「まち」に買い物に行くこ
とが何よりの楽しみでした。必ず立
ち寄った「名店ビル」。母親の手をぐ
いぐいとひっぱり、階上のペット
ショップで金魚や小鳥たちにあいさ
つしたあと、威勢のいい呼び込みの
おじさんの声と買い物客で賑わう１
階で、樽の中で泳ぐどじょうを飽きず
にながめていました。
　帰りは必ず「きくや」のたい焼きを、
家族の人数分。ほかほかの紙袋を
手に待った夕暮れ時のバス停には、
それぞれいろんな「ほかほか」を抱
えた人が、たくさん並んでいました。
　滝川生まれ、滝川育ちの私にとっ

て、これが
「まち」の原
風 景です。
時代ととも
に変わって
しまったま
ちの姿。で
も、ここかし
こに「まち」
のこれまで
を語る“証人”が佇んでいます。歩い
てこそ知ることのできる「ふるき、よ
き滝川」。忘れられないあなたの原
風景が見つかるかもしれません。

（吉住晴美）

ソーラップチ（滝のある川の所）

レンガ造り倉庫群









12 13



14 15





18 19

















江部乙には、二つの駅がある
　なだらかな丘が連なる江部乙地
区の「開拓」は1894年（明治27年）、
屯田兵400戸の入植によって始まり
ます。江部乙村として滝川村から分
離したのは1909年。1952年に江
部乙町となり、1971年には滝川市
と再び合併しました。現在も純農地
域で、水稲のほか、ナタネやリンゴ
の生産が盛んです。
　江部乙には駅が２つあります。
　ＪＲ函館本線の江部乙駅は、今
でこそ無人駅ですが、戦後復興期に
は１日に1000人以上が利用する、
農産物の一大発送基地でした。
　一方、国道12号沿いの「道の駅
たきかわ」は、地元産品の直売所や

レストランが併設され、江部乙観光
の拠点として賑わっています。

（高橋一美）

江部乙丘陵エリア
ユーベオツ（ちょうざめのいる川）
江部乙丘陵エリア
ユーベオツ（ちょうざめのいる川）

満開の菜の花畑をひとりじめ。
ふりかえれば大パノラマが広がります。

満開の菜の花畑をひとりじめ。
ふりかえれば大パノラマが広がります。

JR江部乙駅

道の駅たきかわ
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　空知川は、十勝アイヌと空知アイ
ヌの交流の道でした。空知アイヌの
古老・空知保氏（故人）からの聞き
書きによると、十勝アイヌは時にト
パットミ（群盗）となって滝川アイヌ
を襲った、とあります。かつて市内２
丁目を流れていたテパウンナイは、
アイヌ語で「ふんどし川」の意。盗賊
と争った際、血にそまったふんどし
を洗ったところから名づけられたと
いいます。
　東滝川はかつて下幌倉と呼ばれ
ていましたが、これはアイヌ語の「ホ
ロクラ」にちなんだもの。「ホロ」は
「大きい」、「ク」は「弓」のこと。近くに
イオル（猟場）があったのでしょうか。

空知川沿いにはポン（小さい）クラ
という地名も残っていて、縄文時代
の土器などが多数産出されていま
す。
　明治以降は屯田兵公有地とされ
ましたが、1901年（明治34年）に屯
田兵は解散。間もなく「六戸」が入植
して下幌倉開拓が始まりました。小
林和三郎が一帯の260余町を買い、
いわゆる小林農場をつくります。ま
た農商務省月寒種牛牧場滝川用地、
農商務省滝川種羊場が設置され、
のちに道立畜産試験場として「羊の
いる北海道らしい牧歌的風景」とし
て多くの人々に親しまれました。

（河野敏昭）

東滝川エリア

東滝川いまむかし

河岸段丘に広がる緑の絨毯。
青空の下、田園の小道が続きます。

ホロ・クラ（大きな・仕掛弓かける所）
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